
①講習講座事業

事     業    名 開催場所 開催日 回数 対　象 参加者 参加費 備考

1 英語で歌おう 青少年センター3階 毎月第2土曜 6 小中学生 157人 300円 NPO法人ウインクと共催

2 家族でタケノコ掘りを体験しよう！ 新家東小学校 4/3 1 小中学生とその保護者 44人 無料

3 看板作り実行委員会 泉南中学校技術室 7/3 1 小中学生 6人 無料

4 紙ひもで小物入れ作り
青少年センター・市民
交流センター

7/10・7/17 2 小中学生 16人 無料

5 自然ふれあいデイキャンプ 紀泉わいわい村 10/16・11/6 2 小中学生 50人
2000円
1000円

誘客連携事業（YMCA委託）

6 消しゴムはんことカード作りをしよう 青少年センター 11/20 1 小中学生 5人 200円

7 プログラミングブロック「MESH™」で発明家になろう 青少年センター
12/11～
12/25

7 小中学生 49人 無料 オンライン講師

8 クリスマス飾りづくり 青少年センター 12/18 1 小中学生 8人 無料

9 ヨガ体験をしよう 青少年センター 12/18 1 小中学生 3人 無料

10 みんなのアフタースクール 青少年センター 1/12・19・26 3 小中学生 7人 無料 オンライン講師

11 食育プロジェクト 泉南中学校美術室 1/15 1 小中学生 4人 無料

12 けん玉で遊ぼう 泉南中学校 1/29 1 小中学生 5人 無料

27 354人

②自主活動事業

事     業    名 開催場所 開催日 回数 対　象 参加者 費用 備考

1 みんな仲よし会議 青少年センター3階 11/20 1 小中学生 10人 無料

2 子ども会議 青少年センター3階等 通年 5 123人 無料

6 133人

③居場所事業

事     業    名 開催場所 開催日 回数 対　象 参加者 費用 備考

1 青少年センター元気広場
青少年センター 2階教
室

通年 223 18歳以下の青少年 2116人 無料 ※「児童館」としての機能を提供

2 市民交流センター元気広場
市民交流センター302号
室

通年 223 18歳以下の青少年 1313人 無料 ※「児童館」としての機能を提供

3 あそび広場 市内全10小学校 6/23～3/11 41 小学生 1940人 無料 R3年度より全小学校で実施

4 夏休みの子どもの居場所づくり事業
市内9小学校、青少年セ
ンター

7/27～2/26 10 小中学生 218人 無料
信達小のみ警報のため延期。2/26に、青C
で実施。

497 5587人

④学習活動支援事業

事     業    名 開催場所 開催日 回数 対　象 参加者 費用 備考

1 中学生学習相談会
青少年センター3階学習
室

通年 41 中学生 340人 無料 毎週火曜日（18時～20時）

2 自習室開放
青少年センター3階学習
室

通年 89 市民 342人 無料 回数は利用日数、利用は主に小中学生

130 682人

⑤相談事業

事     業    名 開催場所 開催日 回数 対　象 参加者 費用 備考

1 こころホットライン ― 通年 ― 保護者等 55人 無料 参加者は相談件数

― 55人

⑥子育て支援事業

事     業    名 開催場所 開催日 回数 対　象 参加者 費用 備考

1 トトロクラブ 青少年センター2階 通年 8 未就学児・保護者 123人 無料 第1金曜日（10時～11時15分）

2 ちびっ子遊び広場 in 埋文 埋蔵文化財センター 通年 30 未就学児・保護者 410人 無料 毎週水曜日の午前

3 読み聞かせ講習会 青少年センター3階 通年 5 18才以上 43人 無料
原則月1回　第2木曜日（10時～12時）
根っこの会との共催事業

4 フラワーズ 青少年センター3階 通年 6 保護者等 11人 無料

49 587人

⑦情報発信事業

事     業    名 回数 対　象 部数等

1 みんな仲よし通信 9 市内小・中学生 52380部

2 YouTube動画配信 17 市民等 7358再生

月1回発行 小学校（10校）・中学校（4校）、支援学校等を通じて個人配布

令和3年度　青少年センター事業一覧

17動画配信 おうちでやってみようかんたんものづくり動画等

発信 備考
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５－⑤ 社会教育の充実（留守家庭児童会関係）資料 

 

１．留守家庭児童会の支援員等研修 

 

 留守家庭児童会支援員等のスキルアップを目的として生涯学習課で研修を実施するとと

もに、庁内他課が実施する研修への積極的な参加を行っている。 

 

一例 生涯学習課で開催したスキルアップ研修 

   依頼先 関西こども文化協会 

   参加対象者 前留守家庭児童会支援員等 43名  

開催日 開催場所 講義内容・講師 参加人数 

令和３年 10 月７日 泉南市埋蔵 

文化財センター 

講義内容：①発達に特性を持つ子どもの対応

②グループワーク 

講師：山本 智子 

（近畿大学教職教育部教授） 

38 

令和３年 11 月５日 泉南市埋蔵 

文化財センター 

講義内容：①育成室における遊びの重要性 

講師：福 武利 

（大阪府児童支援員認定資格研修講師） 

38 

 

令和３年 10 月７日開催の研修の様子 
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２．留守家庭児童会新型コロナウイルス感染拡大防止関連消耗品 

 

 ⑴新型コロナウイルス感染拡大防止のため、国及び府の補助金を活用し、マスクなどの消 

耗品等を購入した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵新型コロナウイルス感染拡大防止のため、オンライン会議等での利用が可能となるよ 

う各留守家庭児童会にパソコン、プリンターを購入するとともにインターネット環境を 

整備した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

購入品目 数量 

マスク大 4,000 枚 

マスク中 4,000 枚 

マスク小 6,000 枚 

ペーパータオル 800 パック 

アルコール 
清拭用（一斗缶 17ℓ）42 個 

手指消毒用（１ℓ）144 個 

購入品目 数量 

ノートパソコン 11 台 

プリンター 10 台 

ポケット Wi-Fi ルーター 11 台 
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３.留守家庭児童会施設維持修繕 

 

留守家庭児童会の施設の維持修繕を行った。 

 

  一例 新家留守家庭児童会の屋根塗装 
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・・・活動内容・・・ 

子ども権利クイズ 

eスポーツ大会 

釣り大会をするゲーム 

リズムゲーム 

カーレースのゲーム 

NO.6 

NO1 実施日：2021年 11月 20日（土）  

【会場】  信達小学校体育館 

【時間】  9 時 30 分～12 時 

【参加者】 小学生 24 名 中学生 6名  合計 30 名 

おとなスタッフ 10 名 

せんなん子ども会議 2021 

 

11 月 20日 泉南市子どもの権利の日に 

e スポーツ大会が開催されました！ 

発行：令和 3年 11月 

参加したメンバー-のみなさんに活動の報告をお届けします。 

そして、子どもの権利に関する条例をすすめるために、おとなの皆さんもご一読ください。 

 

子どもの権利クイズ『20人のドア』 

 昨年から作成していた子どもの権利クイズ『20人のドア』を集まったメンバーでおこないました。 

昨年度、クイズの制作に携わっていたメンバーを中心に司会進行しました。3月の市長報告依頼の久しぶりのクイズ 

でしたが、とても上手にすすめることができました。 

Q①子どもは、何歳の人でしょうか。 

Q②子どもの権利条約ができて何年になるでしょうか。 

Q③子どもは自由な方法でいろいろな情報や考えを伝える権利、 

知る権利を持っています。これは、○○の自由 

○○とはなんでしょうか。 

Q④子どもには○○と引き離されない権利とあります。○○とは 

なんでしょうか。 

Q⑤子どもには自分や家族、すんでいるところ電話や手紙などの 

○○が守られます。○○とはなんでしょう。 

Q⑥子どもは○○だり、○○だり、文化芸術活動に参加する権利を持っています。○○に入る言葉は何でしょう。

全部で6問のクイズで選択回答式で回答してもらいました。 

 

11 月 20日（土）は 泉南市子どもの権利の日です。泉南市は子どもの権利に関する

条例のあるまちで、子どもたちが、安心して暮らすことのできる「子どもにやさしいま

ち」をめざしています。子ども会議で、子どもたちの意見をきく、子どもたちの思いを実

現していくことも、その活動のひとつです。 

 昨年度から、「泉南市で eスポーツ大会をしよう」「大会に集まってくれた人に、子ど

もの権利のことを伝えよう」そして、みんなで「ドキドキしたり、ワクワクしたり、くや

しがったり、よろこんだり」と楽しい時間をすごそうと、企画してきました。 

 新型コロナ感染症が広がって、しばらく対面で活動ができなかったり、たくさんの人を

集めて大会を開催することが難しくなりましたが、せめて子ども会議のメンバーだけでも

実行しようとこの日を迎えました。 

 昨年度からクイズを考えてくださった委員のみなさんや、当日にむけての話し合いを積

み重ねてきた eスポーツグループのみなさん、ありがとうございました。そして、会場を

貸してくださった信達小学校の先生方に感謝いたします。 

参加するメンバーも参加しながら進行に携わるメンバーも、リハーサルなしでしたがそ

れぞれの役割を全うし、子どもの権利の実現のための楽しい一日となりました。 

 

 

泉南市子どもの権利に関する条例事務局 人権国際教育課    ☎483－3672 
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アンケートより 

★今日の気分は何点？ 

 自分の言ったことが実現できたから（100点） 

 自分たちが何気に言ったことが実現できた（100点） 

 人との交流を深められた（94点） 

 みんなとゲームができた（100点） 

 ゲームが楽しかった（120点） 

 ゲームで楽しめたし、いろんな人と話せた（95点） 

 ひさしぶりにゲームをした（1000点） 

 いろいろなゲームができて楽しかった（100点） 

 あんまりゲームをできなかった（５０点） 

 あと1点はちがう学校の子と話せなかったから 

（９９点） 

 ゲーム大会が楽しかったし遊べた。 

（９９９９９９９９９９点） 

 

 

★今日の活動について、楽しかったこと、心に

残ったこと 

 カーレースで2位とれた。リズムゲームが

やりたかった。 

 おにごっこが楽しかった。 

 チョウザメが一本づりできたこと。 

 いろんな人と話せたことが楽しかった。 

 Tとのおにごっこが楽しかった。 

 無事に終わったこと。 

 対戦した相手にもうすぐ勝てそうだった 

こと。 

 釣り大会で魚がぜんぜんとれなかった  

こと。 

 リズムゲームのバトルがおもしろかった。 

 釣り大会で2700ベルをかくとく。 

 ゲーム楽しかった！！！！！！ 

ゲーム① 釣り大会をするゲーム 

ゲーム③ カーレースのゲーム 

ゲーム② リズムゲーム 
  

はじめてこのゲームをする子も楽しめるように、

できるだけルールは簡単にしようという話し合いを

しました。当日は、みんなで考えた「5分間」「『釣っ

た魚の数』と『値打ち』で競う」というルールで行い

ました。見ている子からも「どんな魚が釣れるか

な？」「あと何匹！」「こっちの方が沢山いるよ！」

といった声援もあり、ゲームをする子も見ている子

も、 みんなで楽しく取り組むことができました。 

 集まった人数によって何パターンかトーナメント

方法を考え準備したり、対戦相手と曲を選びまし

た。1対 1の勝ち抜きトーナメント対戦をおこない

ました。最終決戦では、他のグループのメンバー

も集まってゲームをみているメンバーも歌を口ず

さみながら一緒に参加している気持になって楽し

むことができました。 

 

 参加するメンバーが同じコースを選び、個人戦

で 4レースおこなった。キャラクターや車タイヤは

自由で、2人 1組になって点数を競いました。は

じめてゲームを体験するメンバーもいましたが、

わからないことを質問したり、教えてもらったりし

ながら楽しむことができました。 
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・・・活動内容・・・ 

市長報告にむけて 

各グループでの練習 

市長報告 

参加証明書の授与 

NO.10 

NO1 実施日：2022年 3月 12日（土）  

【会場】  オンライン  

【時間】  9 時 30 分～11 時 11 時 45 分～12 時 45 分 

【参加者】 小学生 17 名  中学生 3名  合計 20 名 

おとなスタッフ 11 名 
        

せんなん子ども会議 2021 

 

市長報告をオンラインで開催 

発行：令和 4年 3月 

参加したメンバー-のみなさんに活動の報告をお届けします。 

そして、子どもの権利に関する条例をすすめるために、おとなの皆さんもご一読ください。 

 

 

 
 泉南市子どもの権利に関する条例事務局 人権国際教育課    ☎483－3672 

市長さんと教育長さんは、市役所の会議室で 

みなさんの発表を聴いてくれました！ 
 

午前中、しっかりと練習をしました！ 

新型コロナ感染症のまん延防止
え ん ぼ う し

等
と う

重点
じ ゅ う て ん

措置
そ ち

期間だったので、今年の市長報告は、オンラインで行うことになりま

した。オンラインの子ども会議を何度か経験していたので、メンバーのみなさんはとてもスムーズにタブレットを

扱うことができるようになっています。午前中は、eスポーツと子どもの権利と未来新聞の2つのグループに分か

れて打合せをしました。未来新聞グループは、さらに「学校」「公園」「移動販売」「ロボット」と４つのグルー

プに分かれて最終確認しました。パワーポイントでつくった資料をもとに、誰が、どこを、どのように報告するか

を決めて、通して読む練習をしました。オンラインでは、①画面に顔がみえるように座ること、②ゆっくり読むこ

とに気をつけました。対面だと、マイクの前まで動かないといけませんが、オンラインでは、マイクをオンにし、

ミュートを解除するだけなので、とてもスムーズに行うことができました。 

 e スポーツと未来新聞のメンバーが、全員で最初から最後まで読み合わせをし、午前中の演習を終えました。た

った一度のとおし練習でしたが、本番もリハーサル通りタブレットを上手に使いこなし、スムーズに発表すること

ができました。さすがです！ 

竹中いさと市長より 

毎年楽しみにしていますが、今年の報告もとても楽しみにここに来ました。 

今、第6次総合計画という市の計画をつくっています。その計画に子どもの意見を反映することになりました。

なぜかというと、私は市役所で職員をしている時代から、子ども会議にかかわってきて、防災会議や、公園に絵を

描いたり、様々な活動をしてきました。その時、子どもの意見がとても参考になったので、市の計画をつくる時に

も、子どもたちの意見を参考にしようと思ったからです。 

今回、皆さんが考えた未来新聞の記事の中にある移動販売車の記事については、今でもサザンぴあが野菜をあち

こちで販売しています。そこに文具をのせてもらったら、すぐにでもできるのではないかと思いました。 

 e スポーツについては、去年の新春市長対談の時にも話を聴かせていただいたので、泉南市でもできないかと思

っていたところ、イオンで開催することができました。コロナ禍だったので、多くの人には来てもらえなかったの

ですが、今後も続けていければと思っています。 

これからも、いろいろな意見を出してください。 
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報告を聴いていただいた後、たくさんの質問にも答えていただきました。竹中市長さんには、在職期間中に9回の市長

報告をきいていただきました。子どもたちの意見を大切にしていただき、長い間、本当にありがとうございました。 

Q.子ども会議の価値は、どういうところにあると思いますか？ 

おとなの感覚と違ったところで物をみているところです。職員時代から一緒にやってきていますが、違う視

点で見ていることがいい意味で楽しみです。子ども会議のみなさんとは、これまでも桜の木の植樹やサザン

ピアの横のトイレの壁画など、いろいろなことをしてきましたが、あらたな角度からの見方が楽しみです。 

 

子どもたちの質問に答えて 

それは、ロングパークです。市長になってすぐにとりかかって、市政 50周年に間に合わせて、一番のイベント

にしようと考えていました。ロングパークがある場所は、りんくうタウンができてから20数年間、放置されてい

て、大阪府に聞くとあと30年たっても何もできないとのことだったので、泉南市で公園事業をすることにしまし

た。泉南市がやるとなると何十億というお金が必要になりますが、そんなお金はないので、事業をやっていただく

民間の会社を探しました。公園は民間でやっても採算があうかというと難しく、USJやディズニーランなどのよ

うに採算がとれている公園ができるかどうか考えました。あの場所は海が見えて、夕日が見えて、ロケーションが

すばらしいので、私が海外で見てきた経験をそこに生かそうと思いました。海岸沿いで食事のできるところは、日

本にはあまりないので、そういうものをつくろうと思いました。店があり、バーべキューができて、海の近くでオ

ートキャンプができるような場所になったらいいなと考えました。大阪府内で、海のすぐ横でオートキャンプがで

きるところはなかったので、そういうことをいろんな企業に話をしたところ、40社ほどの企業が興味を示してく

れました。だから、自信をもってすすめてきました。泉南市がつくれば、維持管理に費用がかかりますが、そこは

企業がやってくれます。最初の10年間の固定資産税を免除して、公園を運営してくれる企業にきてもらうことに

しました。おかげで雇用も増えますし、税収も入ってくることになりました。30年間で100億ほど稼ぐことが

できるのではないかと思います。日本初の事業です。これが一番大きな事業です。今月いっぱいの土日は、サザン

ビーチでウミガメのイベントをしています。かめをデザインしたバルーンも置いていますが、このバルーンも子ど

もたちにデザインをしていただきました。サザンビーチは砂浜なのですが、そこに亀の形をした型抜きを置いて訪

れた人が誰でも遊べるようになっています。先週、訪れると50匹くらいの砂でできた亀が作られていました。み

なさんもぜひ行って、楽しんでください。 

Q.もうすぐ引退されますが、(今までもいろんな事業をされていたと思いますが)、 

今までで一番印象に残った事業は？ 

Q.市長さんが代わったら、子ども会議の回数がかわったり、なくなったりしますか？ 

子ども会議は、子どもの権利条例で決まっているのでなくなることはないし、活動も同じように続けてもら

えると思います。 

Q.市長さんが今までのなかで、よいまちづくりをするために気付いたことはありますか？ 

一番重点的に考えているのは、民間でできることは民間でやってもらうということです。水泳事業は温水プ

ールに行ってもらっているが、あれも学校の中のプールは、維持管理費にものすごい金額がかかるけれども

スイミングスクールでやってもらうことでそれよりも安くなり、効果的であると思っています。火葬場など

は行政でないとできないので、市でないとできないことは市でやっていきます。 

Q.学校の校区再編計画とは、何のためのどんな計画ですか？ 

今の学校は昭和50年代後半に今の規模になりましたが、当時は一学年1000人位の子どもがいました。 

中学生で3000人、小学生で6000人いましたが、今は全部あわせても5000人くらいしかいません。ま

た今、生まれている子どもたちは400人ほどしかおらず、入学してくる子どもたちも減っています。そう

すると、1年生と2年生が同じクラスになる複式学級になってしまうので、それでは困るということで、学

校の再編計画を考えることになりました。教育委員会が中心に考えているところです。 
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